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朴
な
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、
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け
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計
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の
豆
知
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薄暮の卵城

ナポリの裏通り  キアイア通りの脇道
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第
５
回　

南
イ
タ
リ
ア 

ス
ケ
ッ
チ
旅
行

「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」で
ス
ケ
ッ
チ
の
場
所
捜
し

　

昨
年（
２
０
１
０
年
）６
月
、
女
房
と
南
イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し

ま
し
た
。
ロ
ー
マ
か
ら
北
に
は
何
回
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
南
イ
タ
リ
ア
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
私
は
古
い
街
並
み
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
の
が
趣
味

で
、
頭
上
に
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る
ナ
ポ
リ
の
裏
通
り
を
描
き

た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
今
回
は
ナ
ポ
リ
と
シ

チ
リ
ア
島
の
パ
レ
ル
モ
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ

５
泊
し
、
そ
こ
か
ら
日
帰
り
で
行
け
る
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

ナ
ポ
リ
の
街
と
い
っ
て
も
広
く
、
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
洗
濯
物

が
干
し
て
あ
る
よ
う
な
風
景
に
出
会
え
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
出
発
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ナ
ポ
リ
の
案
内
を
調
べ
る

と
、
ピ
ニ
ャ
セ
ッ
カ
通
り
と
キ
ア
イ
ア
通
り
付
近
が
狭
く
ご
み

ご
み
し
て
い
て
、
洗
濯
物
に
も
出
会
え
そ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
、

グ
ー
グ
ル
の「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」で
そ
の
付
近
の
街
並
み
を

見
て
み
ま
し
た
。

　
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
の
は
、
グ
ー
グ
ル
が
ウ
ェ
ブ

で
提
供
し
て
い
る
地
図
で
道
路
上
の
場
所
と
方
角
を
指
定
す
る

と
、そ
こ
に
立
っ
た
と
き
の
風
景
が
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
が
撮
れ
る
カ
メ
ラ
を
ク
ル
マ

の
屋
根
の
上
に
取
り
付
け
て
、
街
じ
ゅ
う
を
走
り
回
っ
て
街
並

み
の
写
真
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。
日
本
を
含
め
、
全
世
界
の
主

要
都
市
に
つ
い
て
こ
う
い
う
写
真
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ニ
ャ
セ
ッ
カ
通
り
は
狭
く
て
人
通
り
が
多
く
、
そ
の
上
露

天
商
も
店
を
広
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と「
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
」
で
街
並
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
く
も
こ

ん
な
通
り
ま
で
写
真
を
撮
っ
た
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
キ

ア
イ
ア
通
り
は
、
ピ
ニ
ャ
セ
ッ
カ
よ
り
道
幅
が
広
い
の
で
す
が
、

年
中
歩
行
者
天
国
で
ク
ル
マ
が
入
れ
な
い
の
で
、「
ス
ト
リ
ー

ト
ビ
ュ
ー
」で
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
付
近
の
道
路
の
様
子

か
ら
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
両
方
の
道

路
と
も
、
脇
道
は
階
段
に
な
っ
て
い
て
ク
ル
マ
が
入
れ
な
い
と

こ
ろ
も
多
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら「
ス
ト

リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」の
写
真
か
ら
、大
体
ど
の
辺

へ
行
け
ば
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る
風
景
が
見
ら
れ
そ
う
か
が
分

か
り
、
何
枚
か
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ス
ト

リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
の
写
真
に
は
通
行
人
の
顔
や
ク
ル
マ
の
ナ
ン

バ
ー
ま
で
分
か
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
街
並
み
の
風
景
を
題
材
に

し
て
い
る
画
家
や
写
真
家
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
強
力
な
武
器

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ェ
ブ
に
は
ピ
ニ
ャ
セ
ッ
カ
通
り
は
治
安
が
悪
い
の
で
避
け

た
方
が
い
い
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
に

ス
ケ
ッ
チ
が
で
き
ま
し
た
。
立
っ
て
描
い
て
い
る
と
、
家
の
中

で
仕
事
を
し
て
い
た
職
人
の
お
じ
い
さ
ん
が
椅
子
を
持
っ
て
き

て
、こ
れ
に
座
っ
て
描
け
と
合
図
し
ま
す
。
し
か
し
、座
る
と
景

色
の
角
度
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

の
イ
タ
リ
ア
語
で
は
ち
ゃ
ん
と
説
明
で
き
な
い
の
で
「
あ
り
が

と
う
」と
だ
け
言
っ
て
お
き
ま
し
た
。

城
が
３
つ
あ
る
街
、ナ
ポ
リ

　

わ
れ
わ
れ
が
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
１０
分
か
ら

２０
分
の
と
こ
ろ
に
城
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

最
も
古
い
の
が「
卵
城
」と
い
う
変
わ
っ
た
名
前
の
城
で
、
歌

で
有
名
な
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
港
の
そ
ば
に
あ
り
、
城
の
下
に
卵

が
埋
め
て
あ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
城
は
、
ギ

リ
シ
ャ
の
こ
の
地
方
の
拠
点
だ
っ
た
島
に
、
１２
世
紀
に
ノ
ル
マ

ン
人
が
築
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
現
在
は
島
で
は
な
く
地
続
き

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
古
い
の
が「
カ
ス
テ
ル
・
ヌ
オ
ー
ボ
」で
、
イ
タ
リ
ア
語

で「
新
し
い
城
」と
い
う
意
味
で
す
。
新
し
い
と
い
っ
て
も
、１３
世

紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ジ
ュ
ー
家
か
ら
き
た
王
が
建
て
た
も
の

で
、
１５
世
紀
か
ら
は
ス
ペ
イ
ン
系
の
王
が
住
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

最
も
新
し
い
の
が
単
に「
王
宮
」と
呼
ば
れ
て
い
る
城
で
、
１８

世
紀
以
来
フ
ラ
ン
ス
系
の
ブ
ル
ボ
ン
家
が
使
用
し
て
い
た
も
の

で
す
。
現
在
も
劇
場
、役
所
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ナ
ポ
リ
は
、
ロ
ー
マ
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た

一
時
期
を
除
い

て
、
１９
世
紀
に

イ
タ
リ
ア
が
統

一
さ
れ
る
ま
で

２
，
０
０
０
年

以
上
に
わ
た
っ

て
、
ほ
と
ん
ど

外
国
人
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。

有
史
以
来
日

本
人
が
日
本
を

支
配
し
て
き
た

こ
と
を
当
然
と

思
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
日
本
人
と
ナ
ポ
リ
の
人
で
は
、
国
家
観

も
違
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
港
の
そ
ば
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
と
っ

た
と
き
、時
間
が
あ
っ
た
の
で
卵
城
に
寄
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
１
枚

描
き
ま
し
た
。
夜
の
８
時
頃
で
し
た
が
、
夏
時
間
の
た
め
ま
だ

十
分
ス
ケ
ッ
チ
が
で
き
る
明
る
さ
で
し
た
。
ナ
ポ
リ
は
南
イ
タ

リ
ア
と
い
っ
て
も
北
緯
４１
度
で
青
森
に
近
く
、
か
な
り
高
緯
度

の
た
め
も
あ
り
ま
す
。

山
の
上
の
街
、エ
リ
チ
ェ

　

シ
チ
リ
ア
島
の
パ
レ
ル
モ
で
も
５
泊
し
、
１
日
は
シ
チ
リ
ア

の
西
端
の
ト
ラ
ー
パ
ニ
と
い
う
街
の
近
く
に
あ
る
エ
リ
チ
ェ

（「
エ
」に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
）と
い
う
街
に
行
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
エ
リ
チ
ェ
は
標
高
約
７
５
０
ｍ
の
山
の
上
に
あ
り
、古
い

街
並
み
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
遺
跡
だ
け
の
と
こ

ろ
と
違
い
ス
ケ
ッ
チ
も
描
け
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

エ
リ
チ
ェ
が
一
番
栄
え
た
の
は
紀
元
前
３
世
紀
に
ロ
ー
マ
と

カ
ル
タ
ゴ
が
こ
の
辺
で
戦
っ
た
ポ
エ
ニ
戦
争
の
前
だ
と
い
い
ま

す
。
そ
の
後
、ア
ラ
ブ
人
、ノ
ル
マ
ン
人
な
ど
が
支
配
し
た
時
代

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
世
の
街
並

み
が
そ
の
ま
ま
塩
漬
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
の
街
で
し

た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
イ
タ
リ
ア
人
が
山
の
上
に
住
む
の
が
好
き

な
こ
と
に
は
驚
き
ま
す
。
私
が
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
も
ア
ッ
シ
ー
ジ
も
山
の
上

で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
半
島
で
山
の
上
が
好
き
だ
っ
た
の
は
中
部

イ
タ
リ
ア
の
民
族
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

昔
は
防
衛
上
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の

意
味
が
な
く
な
っ
た
現
在
で
も
多
く
の
人
が
住
み
着
い
て
い
る

の
で
す
。
エ
リ
チ
ェ
で
は
毎
年
自
然
科
学
の
国
際
会
議
が
開
か

れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
一
見
中
世
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
街
で
す
が
、
建
物
の
中
で
は
最
先
端
の
文
化
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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引 込 盤 分 電 盤

被保護
機　器

クラスⅠ
SPD

クラスⅡ
SPD

 並列接続形
 電源用避雷器
 （形式：MAK2）

 並列接続形
 電源用避雷器
 （形式：MAL）

図2　クラスⅠとクラスⅡの設置例

電
流
値（
％
）

時間（μs）
20

100

50

350

直撃雷波形

誘導雷波形

図1　雷サージの電流波形
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の試験条件で比較する場合が多いのです。
表3　通信・信号回線用避雷器のカテゴリ一覧

カテゴリ 試験の
種　類 開回路電圧 短絡回路電流 最小印加

回　　数

Ａ１ 非常に遅い
上昇率

≧1kV
0.1～100kV／s
の上昇率

10A
0.1～2A／ms≧

1000μs（持続時間）
適用しない

A2 交流 － 0.1～20Arms 単サイクル

B1

遅い
上昇率

1kV
10／1000

100A
10／1000 300

B2 1kV又は4kV
10／700

25A又は100A
5／300 300

B3 ≧1kV
100V／μs

10A、25A又は100A
10／1000 300

C1

速い
上昇率

0.5kV又は1kV
1.2／50

0.25kA又は0.5kA
8／20 300

C2 2kV、4kV又は10kV
1.2／50

1kA、2kA又は5kA
8／20 10

C3 ≧1kV
1kV／μs

10A、25A又は100A
10／1000 300

D1
高い

エネルギー

≧1kV 0.5kA、1kA又は2.5kA
10／350 2

D2 ≧1kV 1kA又は2.5kA
10／250 5

JIS C5381-21：2004 から

直撃雷と誘導雷

　避雷器の性能試験でよく
使われるサージ波形につい
て説明します。図1はクラス

Ⅰ試験で使用する直撃雷波形
（10/350μs）とクラスⅡ
試験で使用する誘導雷波形
（8/20μs）です。ピーク電
流が共通でも、サージ波形に大きな違いがあることが分かります。
　直撃雷が侵入する場所には、大電流を想定したクラスⅠ避雷器が、それ以
外の誘導雷の浸入が想定される場所にはクラスⅡの避雷器が適しています。

クラスⅠとクラスⅡの設置例

　避雷器の分類は性能の優劣を示すのではなく、実施した試験条件を表し
ます。メーカーでは、設置する場所や用途を考慮して設計・試験が実施され
ていますから、クラスⅠ避雷器だけで雷保護は十分といったものではなく、設
置場所や被保護機器の耐電圧などに応じてクラスⅡやクラスⅢ避雷器と組
合せることによって効果的な雷保護が行えます。図2に、エム・システム技

研のクラスⅠ、クラスⅡ対応の電源用避雷器注）を使用した設置例を示します。

　以前のJIS規格では、避雷針や接地など建築物の保護を目的とする規格
が中心でしたが、近年は電気・電子機器の被害が増えたのに伴って、それ
らの機器に対する雷保護の規格がIEC規格として次々に制定され、それを
実質上翻訳する方式によってJIS規格も整備されてきました。これによ
り避雷器（サージ防護デバイス、Surge Protective Device、以下本
稿では「SPD」と略記します）の評価方法についてもJIS規格に追加され、
避雷器メーカーのカタログでもクラスⅠ対応やクラスⅡ対応といった表現
をよく目にするようになりました。
　今回は、JIS規格で規定している避雷器の分類について解説します。

JIS規格について

　雷保護関連の主な規格を表1に示します。これらの規格は、右端欄の

IEC規格に対応しており、内容的には実質的に一致（identical）です。
表1　主な雷保護関連のJIS規格

規格番号 規格名称 対応IEC規格

JIS Z9290-4 雷保護－第４部：建築物内の電気及び電子システム IEC 62305-4

JIS C60364-4-44 建築電気設備－第４－４４部：
安全保護－妨害電圧及び電磁妨害に対する保護 IEC 60364-4-44

JIS C5381-1 低圧配電システムに接続するサージ防護デバイスの
所要性能及び試験方法 IEC 61643-1

JIS C5381-12 低圧配電システムに接続するサージ防護デバイスの
選定及び適用基準 IEC 61643-12 

JIS C5381-21 通信及び信号回線に接続するサージ防護デバイスの
所要性能及び試験方法 IEC 61643-21

JIS C5381-22 通信及び信号回線に接続するサージ防護デバイスの
選定及び適用基準 IEC 61643-22

避雷器（SPD）の分類について

　避雷器の性能試験は、電源用と通信・信号回線用に分かれています。
　（1）電源用避雷器の分類（JIS C5381-1）
　表2は電源用避雷器のクラス一覧です。クラスⅠ、Ⅱでは、試験器の出力を

短絡した状態での雷サージ波形（短絡回路電流波形）が使用されますが、クラ
スⅢで使用されるコンビネーション波形は、短絡回路電流波形だけでなく、試
験器の出力を開放した状態での雷サージの波形（開回路電圧波形）について
も規定されています。通信・回線用避雷器の試験カテゴリでも短絡回路電
流波形と開回路電圧波形の双方で雷サージ波形が規定されています。これ
らの試験波形は設置場所に侵入する標準的な雷サージを考慮しています。
　直撃雷が分流する可能性がある電源の引込口には、クラスⅠ避雷器を使
用します。また建物内部の分電盤など誘導雷が侵入する箇所にはクラス
Ⅱ避雷器を設置することで、クラスⅠ避雷器だけでは防ぎきれない雷サー
ジを低減させます。また、とくに過電圧に弱い機器についてはクラスⅢ避
雷器を機器の近傍に設置します。

表2　電源用避雷器のクラス一覧
クラス 試験波形 主な設置場所
Ⅰ 電流波形（10／350μs） 電力引込口（引込盤内）
Ⅱ 電流波形（8／20μs） 分電盤内、制御盤内
Ⅲ コンビネーション波形 電気・電子機器の近傍

　（2）通信・回線用避雷器の分類（JIS C5381-21）
　表3は通信・信号回線用避雷器のカテゴリ一覧です。

　電源用避雷器に比べて分類（カテゴリ）が細分化されていますが、設置場所
に応じて使い分けるというより、1つの避雷器に対して複数の試験方法を実
施して避雷器を多面的に評価するという意味合いが大きいと思われます。
　通信回線では誘導雷の侵入が大部分であるため、カテゴリC試験が性能
評価の中心となります。また避雷器の性能比較を行う場合もカテゴリC

避雷器の分類

今回は、JIS規格で規定している避雷器の分類について解説します。

【（株）エム・システム技研　開発部】

注）エム・システム技研では、図2でご紹介した並列接続形電源用避雷器以外にも、直流電源
用や小容量電源用など、クラスⅠ、クラスⅡ、クラスⅢに対応した機種を取り揃えています。
詳しくはホームページ（http://www.m-system.co.jp/products/mrester.html）
をご覧ください。
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「お客様に安心を提供する
　会社でなければならない」

カンパニーアウトライン 製品の形式試験
京都テクノセンター

お客様の「ニーズ」に対応した
「信頼性」の高い製品を提供します。
お客様の「ニーズ」に対応した
「信頼性」の高い製品を提供します。

「性能試験」と「信頼性試験」については、エム・シ
ステム技研にて独自の試験規格を制定していま
す。様々な形式試験に合格した製品のみが、お客
様へ提供されます。
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　京都テクノセンターには品質保証部 信頼性試験課があり、エム・システム技
研からリリースされる製品全機種の形式試験を行っています。新製品はもちろ
んのこと、発売中の製品に関しても、改良その他もろもろの事情によって発生
する設計変更品など、様々な場面で製品の形式試験が必要です。京都テクノセ
ンターでは、これらすべての形式試験を担当し、製品の信頼性を確認しています。
　今回は京都テクノセンターにおける「製品の形式試験」についてご紹介します。

試験規格は総数90！試験規格は総数90！
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計測室

EMC指令で要求される試験EMC指令で要求される試験

EMC試験

ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験

「直線性」「電源変動」「温度ドリフト」などがあり、主に製品仕様書の記載項目で
ある性能の確認試験です。

「電源ON/OFF」「過大入力」「連続過負荷」などがあります。
たとえば「電源ON/OFF」試験は低温および高温時（設置仕様が－5℃～
55℃の場合は－15℃と65℃）に、それぞれの温度にて100 回以上の電源
ON/OFF を行い、製品が正常に起動することを確認します。

性能試験

製品仕様を満たすかを確認する試験

信頼性試験

EMC試験

性能試験

信頼性試験

製品仕様を超える過酷な環境条件やソフトウェアによる
設定組合せを想定した試験

ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験

製品仕様を満たすかを確認する試験

製品仕様を超える過酷な環境条件やソフトウェアによる
設定組合せを想定した試験

※EMCについて
　EMC（Electro Magnetic Compatibility） ：電磁環境両立性。EMIとEMSの総称。
　EMI（Electro Magnetic Interference） ：電磁障害。Emission。他の機器に電磁的な影響を与えること。
　EMS（Electro Magnetic Susceptibility） ：電磁感受性。Immunity。他の機器から電磁的に影響を受けること。

京都テクノセンターで実施している「製品の形式試験」京都テクノセンターで実施している「製品の形式試験」

シールドルーム

電波暗室

　 参照規格 基本規格 名　　称 エム・システム技研
    での試験場所
 IEC61000-4-2 静電放電イミュニティ試験 シールドルーム
 IEC61000-4-3 放射、無線周波数、電磁界イミュニティ試験 電波暗室 
 IEC61000-4-4 電気的ファストトランジェント／ シールドルーム  バーストイミュニティ試験 
EN61000-6-2 IEC61000-4-5 サージイミュニティ試験 シールドルーム
 IEC61000-4-6 無線周波数界で誘導された シールドルーム  伝導妨害に対するイミュニティ 
 IEC61000-4-11 電圧ディップ、停電 シールドルーム  及び電圧変動イミュニティ試験 
 CISPR16-2-3 エンクロージャポート－開放区域試験場所 電波暗室  又は半無響法

EN61000-6-4 CISPR16-2-1 低電圧交流電源ポート シールドルーム
 CISPR16-1-2   
 CISPR22 電気通信／回路網ポート シールドルーム

Application
アプリケーション

「省エネ・BA監視システム」

省エネ・BA監視 リモートI/O R7シリーズ業　界 採用機種

■ 脱クローズドBAシステム

　過去の管理システムの多くは、シングルベンダ（単一メーカー）によ
るクローズドシステムでした。
　このため、電気・照明・空調・衛生・防犯・防災・監視などの各設
備ごとに個別のシステムを設置しなければなりませんでした。
　オープン BAシステムは、マルチベンダ（複数のメーカー）が提供す
る多様な製品を活かし、有機的に相互運用を可能とさせ、単一メー
カーに依存することなく初期投資や維持管理費の軽減・リニューアル
コストの低減を可能にするシステムです。

■ オープンBAシステムの概要
　上位 SCADAによって電気・照明・空調・熱源を集中監視するシステムです。
　マルチベンダが提供する各種のデバイスをフレキシブルに組み合わせ、オープンシステムを実現しています。
■ システム構成図

アプリケーション紹介
エム・システム技研のBA関連製品

Ethernet（TCP/IP）ネットワーク
情報総合系ネットワーク
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犯
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ネ
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ワ
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ク

空
調
制
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ネ
ッ
ト
ワ
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マルチベンダオープンプラットフォーム

オープンＢＡシステム

インターネットインターネット

IDカードセンサ

人感知センサ

オートロック

ブラインド

G 社 中央監視

遠隔監視Ｗｅｂ

室内灯

外　灯

蛍光灯

スイッチ

コントローラ

Webサーバ

D社FCUコントローラ

C社VAVコントローラ

B社VAVコントローラ

A社AHUコントローラ

F社 温度センサ

E社 温度センサ

Webサーバ

インテリジェントコントローラ
形　　式：BA3-CB1
基本価格：298,000円※

少チャネルコンパクト一体形 リモート I/O
R7シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

リモート I/O　R7シリーズ
リモコンリレー制御用出力ユニット（LONWORKS用）
形　　式：R7L-RR8
基本価格：50,000円

インテリジェント ロジック
コントローラ
形　　式：BA3-CB2
基本価格：398,000円※

・スケジューラ
・アラーム監視

・LONWORKS用
・NVI 64 点、NVO 96 点、NCI 64 点
・Diｏ 各 1024点、Aiｏ 各 256点　・ソフトロジック

・COS/ 状態監視
・ソフトロジック（BA3-CB2）

DDCコントローラ
BAコントローラ
形　　式：BA3-CL2
基本価格：120,000円

4点指示形 JIS 110 角 電力マルチメータ
54・UNITシリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

4点指示形 DIN 96 角 電力マルチメータ
53・UNITシリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  ほか

ほか

多チャネル組合せ自由形
リモート I/O
R3シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

超小形ミニマムシステム リモート I/O
R6シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

省エネ・BA監視システム
オープンBAシステム構成例

※このビルは環境面にも配慮しており、複層ガラスや屋根断熱の強化による熱負荷の低減、空調などに
よる搬送エネルギーの省エネ化、地域冷暖房利用などによる高効率機器の採用、省エネ機器点滅制
御の採用、自然エネルギーの有効利用により、CO2 排出量を約35％削減します。
（※1990 年の同規模ビルとの比較）

照
明
制
御
オ
ー
プ
ン
ネ
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ト
ワ
ー
ク

装　置　概　要

装置名：省エネ・BA監視システム

エム・システム技研のリモート I/O  R7シリーズが、
ビルの省エネ・BA監視システムに1,000台採用された例です。

SCADA

PLC

機器構成

PLC PLC

DDC 空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

熱 源 空 調 電気・照明

DDC

DDCDDC

DDCDDC

VAV

VAV

VAV

Ethernet

LONWORKS LONWORKS LONWORKSLONWORKS LONWORKS LONWORKS

※ BACnet 通信機能なしの場合 
　 ー100,000円  

BA3-CB1
BA3-CB2

BA3-CＬ2

多チャネル 一体形 リモート I/O R9 シリーズ
電力マルチユニット
（クランプ式交流電流センサCLSE、Modbus用）

形　　式：R9MWTU
基本価格：135,000円

機種によって対応するネットワークが異なります。ネットワークについてはお問合せください。

DDC：Direct Digital Controller　　VAV：Variable Air Volume

リモートＩ/Ｏ

リモートＩ/Ｏ

リモートＩ/Ｏ

・SCADA：1式
・PLC：45台
・空調機制御装置（DDC）：800 台
・可変風量（VAV）コントローラ：1,200 台
・リモート I/O  R7シリーズ： 1,000 台

・SCADA：1式
・PLC：45台
・空調機制御装置（DDC）：800 台
・可変風量（VAV）コントローラ：1,200 台
・リモート I/O  R7シリーズ： 1,000 台

PLC PLC PLC

1415 1415 1415 1415



Company Outline
Vol.5

「お客様に安心を提供する
　会社でなければならない」

カンパニーアウトライン 製品の形式試験
京都テクノセンター

お客様の「ニーズ」に対応した
「信頼性」の高い製品を提供します。
お客様の「ニーズ」に対応した
「信頼性」の高い製品を提供します。

「性能試験」と「信頼性試験」については、エム・シ
ステム技研にて独自の試験規格を制定していま
す。様々な形式試験に合格した製品のみが、お客
様へ提供されます。

様
々
な
形
式
試
験
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
形
式
試
験
が
あ
り
ま
す
。

製
品
の
信
頼
性
を
維
持
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

製
品
の
信
頼
性
を
維
持
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
製
品
を
評
価
す
る
際
、
製
品
の
信

頼
性
の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
加
え
て
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
か
を

含
め
て
確
認
し
て
い
ま
す
。形
式
試
験

規
格
や
試
験
仕
様
書
と
い
っ
た
社
内
規

程
に
基
づ
く
試
験
は
も
ち
ろ
ん
、「
本
当

に
こ
の
仕
様
で
お
客
様
に
ご
満
足
い
た

だ
け
る
の
か
？
」
と
い
う
点
も
含
め
て
、

製
品
を
評
価
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

形
式
試
験
の
段
階
に
お
い
て
当
初
の
仕

様
か
ら
変
更（
改
善
）さ
れ
る
、
と
い
う

状
況
は
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
出
荷
さ
れ
て
い
る
製
品

の
信
頼
性
の
確
認
と
し
て
、
出
荷
台
数

の
多
い
製
品
を
中
心
に
抜
き
取
り
、

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
り
、
機
能
追
加
や

部
品
の
統
廃
合
に
よ
り
内
部
構
成
回
路

（
部
品
）
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
も
、
そ

の
変
更
に
よ
る
影
響
を
十
分
考
慮
し
、

評
価
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
製
品
の
信
頼
性
を
維
持
す
る

た
め
の
形
式
試
験
に
は
、
ど
の
よ
う
な

試
験
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
形
式
試
験
を
大
別
す
る
と
、「
性
能

試
験
」「
信
頼
性
試
験
」「
Ｅ
Ｍ
Ｃ※

試
験
」

　京都テクノセンターには品質保証部 信頼性試験課があり、エム・システム技
研からリリースされる製品全機種の形式試験を行っています。新製品はもちろ
んのこと、発売中の製品に関しても、改良その他もろもろの事情によって発生
する設計変更品など、様々な場面で製品の形式試験が必要です。京都テクノセ
ンターでは、これらすべての形式試験を担当し、製品の信頼性を確認しています。
　今回は京都テクノセンターにおける「製品の形式試験」についてご紹介します。

試験規格は総数90！試験規格は総数90！

の
３
つ
の
試
験
に
な
り
ま
す
。

　
「
性
能
試
験
」と「
信
頼
性
試
験
」に
つ

い
て
は
、
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
に
て

独
自
の
試
験
規
格
を
制
定
し
て
お
り
、

そ
の
試
験
規
格
は
総
数
約
９０
に
及
び
ま

す
。こ
れ
ら
の
試
験
規
格
か
ら
、
製
品
の

仕
様
や
変
更
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
規

格
を
選
定
し
、評
価
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
形
式
試
験
に
合

格
し
た
製
品
の
み
が
、
お
客
様
へ
提
供

さ
れ
ま
す
。

　　　

形
式
試
験
の
中
に
「
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
」
が

あ
り
ま
す
。京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
以
前
、「
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
」は
第
三
者

試
験
機
関
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、試

験
機
関
は
混
み
合
う
こ
と
が
多
く
、試
験

完
了
ま
で
に
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
と

い
う
問
題
、
製
品
の
省
電
力
化
、
小
形
化

が
進
む
に
つ
れ
て
耐
ノ
イ
ズ
性
や
電
波

障
害
に
起
因
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
多
く
の
条

件
を
想
定
し
た
試
験
を
行

う
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
は

信
頼
性
の
高
い
新
製
品
を

京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
Ｅ
Ｍ
Ｃ

試
験
を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

短
期
間
で
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、電
波
暗
室
、シ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
と

い
っ
た
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
設
備
を
備
え
た
京

都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。な
お
、
京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
製
品
が

Ｅ
Ｍ
Ｃ
指
令
で
要
求
さ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
試
験
に
つ
い
て
対
応
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

で
は
、様
々
な
形
式
試
験
を
実
施
し
、そ

の
た
め
の
各
種
試
験
機
、
設
備
を
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。中
で
も
電
波
暗
室
、

シ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
と
そ
れ
に
付
随
す
る

試
験
設
備
な
ど
は
、
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム

技
研
製
品
の
信
頼
性
向
上
に
大
い
に
貢

献
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
は
、
今
回
ご

紹
介
し
た
京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
活

動
を
今
後
も
継
続
し
、
お
客
様
の「
ニ
ー

ズ
」
に
対
応
し
た
「
信
頼
性
」
の
高
い
製

品
の
提
供
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

計測室

EMC指令で要求される試験EMC指令で要求される試験

EMC試験

ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験

「直線性」「電源変動」「温度ドリフト」などがあり、主に製品仕様書の記載項目で
ある性能の確認試験です。

「電源ON/OFF」「過大入力」「連続過負荷」などがあります。
たとえば「電源ON/OFF」試験は低温および高温時（設置仕様が－5℃～
55℃の場合は－15℃と65℃）に、それぞれの温度にて100 回以上の電源
ON/OFF を行い、製品が正常に起動することを確認します。

性能試験

製品仕様を満たすかを確認する試験

信頼性試験

EMC試験EMC試験

性能試験性能試験

信頼性試験信頼性試験

製品仕様を超える過酷な環境条件やソフトウェアによる
設定組合せを想定した試験

ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験ＣＥマーキング（ＥＭＣ指令）や耐ノイズ性の確認を目的とした試験

製品仕様を満たすかを確認する試験製品仕様を満たすかを確認する試験

製品仕様を超える過酷な環境条件やソフトウェアによる
設定組合せを想定した試験
製品仕様を超える過酷な環境条件やソフトウェアによる
設定組合せを想定した試験

※EMCについて
　EMC（Electro Magnetic Compatibility） ：電磁環境両立性。EMIとEMSの総称。
　EMI（Electro Magnetic Interference） ：電磁障害。Emission。他の機器に電磁的な影響を与えること。
　EMS（Electro Magnetic Susceptibility） ：電磁感受性。Immunity。他の機器から電磁的に影響を受けること。

京都テクノセンターで実施している「製品の形式試験」京都テクノセンターで実施している「製品の形式試験」

シールドルーム

電波暗室

　 参照規格 基本規格 名　　称 エム・システム技研
    での試験場所
 IEC61000-4-2 静電放電イミュニティ試験 シールドルーム
 IEC61000-4-3 放射、無線周波数、電磁界イミュニティ試験 電波暗室 
 IEC61000-4-4 電気的ファストトランジェント／ シールドルーム  バーストイミュニティ試験 
EN61000-6-2 IEC61000-4-5 サージイミュニティ試験 シールドルーム
 IEC61000-4-6 無線周波数界で誘導された シールドルーム  伝導妨害に対するイミュニティ 
 IEC61000-4-11 電圧ディップ、停電 シールドルーム  及び電圧変動イミュニティ試験 
 CISPR16-2-3 エンクロージャポート－開放区域試験場所 電波暗室  又は半無響法

EN61000-6-4 CISPR16-2-1 低電圧交流電源ポート シールドルーム
 CISPR16-1-2   
 CISPR22 電気通信／回路網ポート シールドルーム

Application
アプリケーション

「省エネ・BA監視システム」

省エネ・BA監視 リモートI/O R7シリーズ業　界 採用機種

■ 脱クローズドBAシステム

　過去の管理システムの多くは、シングルベンダ（単一メーカー）によ
るクローズドシステムでした。
　このため、電気・照明・空調・衛生・防犯・防災・監視などの各設
備ごとに個別のシステムを設置しなければなりませんでした。
　オープン BAシステムは、マルチベンダ（複数のメーカー）が提供す
る多様な製品を活かし、有機的に相互運用を可能とさせ、単一メー
カーに依存することなく初期投資や維持管理費の軽減・リニューアル
コストの低減を可能にするシステムです。

■ オープンBAシステムの概要
　上位 SCADAによって電気・照明・空調・熱源を集中監視するシステムです。
　マルチベンダが提供する各種のデバイスをフレキシブルに組み合わせ、オープンシステムを実現しています。
■ システム構成図

アプリケーション紹介
エム・システム技研のBA関連製品

Ethernet（TCP/IP）ネットワーク
情報総合系ネットワーク

防
犯
制
御
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

空
調
制
御
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マルチベンダオープンプラットフォーム

オープンＢＡシステム

インターネットインターネット

IDカードセンサ

人感知センサ

オートロック

ブラインド

G 社 中央監視

遠隔監視Ｗｅｂ

室内灯

外　灯

蛍光灯

スイッチ

コントローラ

Webサーバ

D社FCUコントローラ

C社VAVコントローラ

B社VAVコントローラ

A社AHUコントローラ

F社 温度センサ

E社 温度センサ

インテリジェントコントローラ
形　　式：BA3-CB1
基本価格：298,000円※

少チャネルコンパクト一体形 リモート I/O
R7シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

リモート I/O　R7シリーズ
リモコンリレー制御用出力ユニット（LONWORKS用）
形　　式：R7L-RR8
基本価格：50,000円

インテリジェント ロジック
コントローラ
形　　式：BA3-CB2
基本価格：398,000円※

・スケジューラ
・アラーム監視

・LONWORKS用
・NVI 64 点、NVO 96 点、NCI 64 点
・Diｏ 各 1024点、Aiｏ 各 256点　・ソフトロジック

・COS/ 状態監視
・ソフトロジック（BA3-CB2）

DDCコントローラ
BAコントローラ
形　　式：BA3-CL2
基本価格：120,000円

4点指示形 JIS 110 角 電力マルチメータ
54・UNITシリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

4点指示形 DIN 96 角 電力マルチメータ
53・UNITシリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  ほか

ほか

多チャネル組合せ自由形
リモート I/O
R3シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

超小形ミニマムシステム リモート I/O
R6シリーズ
詳細は、各仕様書をご覧ください。  

省エネ・BA監視システム
オープンBAシステム構成例

※このビルは環境面にも配慮しており、複層ガラスや屋根断熱の強化による熱負荷の低減、空調などに
よる搬送エネルギーの省エネ化、地域冷暖房利用などによる高効率機器の採用、省エネ機器点滅制
御の採用、自然エネルギーの有効利用により、CO2 排出量を約35％削減します。
（※1990 年の同規模ビルとの比較）

照
明
制
御
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

装　置　概　要

装置名：省エネ・BA監視システム

エム・システム技研のリモート I/O  R7シリーズが、
ビルの省エネ・BA監視システムに1,000台採用された例です。

SCADA

PLC

機器構成

PLC PLC

DDC 空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

空調機
制御装置

可変風量（VAV）
コントローラ　

リモートＩ/Ｏ
R7シリーズ　

熱 源 空 調 電気・照明

DDC

DDCDDC

DDCDDC

VAV

VAV

VAV

Ethernet

LONWORKS LONWORKS LONWORKSLONWORKS LONWORKS LONWORKS

※ BACnet 通信機能なしの場合 
　 ー100,000円  

BA3-CB1
BA3-CB2

BA3-CＬ2

多チャネル 一体形 リモート I/O R9 シリーズ
電力マルチユニット
（クランプ式交流電流センサCLSE、Modbus用）

形　　式：R9MWTU
基本価格：135,000円

機種によって対応するネットワークが異なります。ネットワークについてはお問合せください。

DDC：Direct Digital Controller　　VAV：Variable Air Volume

リモートＩ/Ｏ

リモートＩ/Ｏ

リモートＩ/Ｏ

・SCADA：1式
・PLC：45台
・空調機制御装置（DDC）：800 台
・可変風量（VAV）コントローラ：1,200 台
・リモート I/O  R7シリーズ： 1,000 台

・SCADA：1式
・PLC：45台
・空調機制御装置（DDC）：800 台
・可変風量（VAV）コントローラ：1,200 台
・リモート I/O  R7シリーズ： 1,000 台

PLC PLC PLC
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新製品情報

新製品情報

新製品情報

関 西 支 店 〒541-0044 大阪市中央区伏見町4丁目4番9号（オーエックス淀屋橋ビル8F）TEL（06）6223-0040（代）ＦＡＸ（06）6223-0041

関 東 支 店 〒108-0014 東京都港区芝4丁目2番3号（NOF芝ビル1F） TEL（03）3456-6400（代）ＦＡＸ（03）3456-6401
中 部 支 店 〒460-0003 名古屋市中区錦1丁目7番34号（ステージ錦Ⅰビル3F） TEL（052）202-1650（代）ＦＡＸ（052）202-1651

本社・カスタマセンター 〒557-0063 大阪市西成区南津守 5丁目2番 55号 TEL（06）6659-8200（代）ＦＡＸ（06）6659-8510
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カタログ紹介

2011-2012 総合カタログ
総合カタログに関するお問合せはホットラインまで

カタログ紹介

新しいカタログができました！
カタログのご請求はホットラインまで

■ 電子機器専用避雷器エム・レスタ シリーズ
 並列接続形 クラスⅠ電源用避雷器（形式：MAL）

 多チャネル 一体形
 リモートI/O R9シリーズ
 電力マルチユニット
（形式：R9MWTU）
（クランプ式交流電流センサCLSE、
   Modbus用）

（W125×H140×D80mm）

 電力マルチトランスデューサ
（形式：LSMT4）

基本価格
145,000 円

基本価格
135,000 円

これ1台で、電力関係の交流諸量の計測が可能です。

・ 電力系統の1回路を接続するだけで、潮流演算、4象限演算、高調波を含む
 交流諸量の計測が可能です。
・ 出力はアナログ10点と電力量積算パルス2点です。
・ 各種パラメータは本体前面スイッチまたはPCにより設定可能です。
・ 表示項目は任意に設定可能です。
・ ループテスト機能付きです。
・ JIS C1111準拠です。

（W125×H140×D116mm）
加算価格
種類コード1（三相3線式、単相2線式、単相3線式）の場合 +0円
種類コード2（三相3線式、単相2線式、単相3線式、三相4線式）の場合 +10，000円

基本価格
150,000 円

＊1 ただし、AC85～132V電源は対象外です。

 抵抗レンジ豊富

 直流ポテンショメータ変換器
（形式：CVR1）

モジュトロールモータの設定信号やその他ポテンショメータ設定の機器の自
動化に便利な直流ポテンショメータ変換器（形式：CVR1）が、このたびEMC
指令と低電圧指令に適合する製品となりました＊1。
これにより、海外でもお使いいただきやすくなりました。
しかも価格は据え置きです。

（ W50×H80×D136mm）

電力マルチユニット（形式：R9MWTU）を新発売！

電力マルチトランスデューサ（形式：LSMT4）を新発売！

直流ポテンショメータ変換器（形式：CVR1）が
CEマーキング適合品になりました！

お待たせしました！ 「2011-2012 総合カタログ」ができました！
エム・システム技研の全製品をカテゴリ別に網羅したカタログです。
サイズはA4判で1,268ページ、オールカラーです！

主要製品の主な仕様を掲載しているので、
機種選定に大変便利です。

株式会社エム・システム技研

「2011-2012 総合カタログ」

A4判　全1,268ページ

関西支店営業部門 移転のお知らせ（業務開始日2010年12月6日（月））

お知らせ

エム・システム技研は、営業業務効率のより一層の向上を図るため、従来関西支店（肥後橋）に
配置しておりました営業関係各部門をこのたび下記のとおり、新・関西支店と本社とに分散移
転いたしましたので、ここにご案内申しあげます。

クラスⅠ電源用避雷器のほか、クラ
スⅡ、クラスⅢ対応の避雷器も併せ
てご紹介しています。
A4サイズ　2ページ

R

R

ＢＡ・電力監視専用機能を強化した
SCADALINXpro Ver.5の新機能につ
いて、画面例を掲載してご紹介してい
ます。　A4サイズ　4ページ

待望の
2011-2012年度版

新登場

● 地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅下車　　番出口より徒歩3分
　 地下鉄四つ橋線 肥後橋駅下車　　番出口より徒歩4分
● 京阪電気鉄道 京阪本線 淀屋橋駅下車　徒歩4分

・製品のご注文、価格、技術関連などの
お問合せは、従来どおりカスタマセン
ターにて承ります。

 移転部署   移　転　先  
  【新・関西支店】　関西支店 第１ブロック

 〒541-0044
     同 第２ブロック 大阪市中央区伏見町４丁目４番９号　オーエックス淀屋橋ビル８階
     同 第３ブロック TEL：06-6223-0040、FAX：06-6223-0041

  【本　　　　社】カスタマセンター（国内）
 〒557-0063　

中四国ブロック 大阪市西成区南津守５丁目２番５５号
マーケティング部 TEL：06-6659-8200、FAX：06-6659-8510（共に従前と同じ）

カスタマセンター（海外） 【本　　　　社】
海外営業部門 TEL：06-6659-8201、FAX：06-6659-8510（共に従前と同じ） 
  

フリーダイヤル 0120-18-6321

■ HMI統合パッケージソフトウェア
 SCADALINXpro  Ver.5 登場！！

形式毎の詳細がわかる仕様詳細ページ
製品シリーズ紹介ページ

カテゴリ別
インデックスページ

O R3シリーズに
ワンショットパルス出力カードが追加ラインアップ！

1台で8回路まで計測可能です。

・ Modbus通信で他のリモートI/Oユニットと組合せてエネルギー管理が
    できます。
・ 8回路の計測が可能（電圧は共通）です。
・ 既存設備への取付が容易なクランプ式交流電流センサを採用しました。
・ 計測値、積算値、設定データは電源OFF時でも不揮発性メモリに記憶します。
・ CC-Link対応機種やLONWORKS対応機種も開発中です。
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